
一般質問

令和２年（２０２０年）１月２６日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

質
問　

臼
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
実

際
に
市
民
に
一
定
期
間
開
放
す
る
機

会
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

　

渦
都
補
助
金
の
活
用
で
防
犯
カ
メ

ラ
を
さ
ら
に
増
設
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
総
合
防
災
訓
練
等
で
構
造

の
説
明
及
び
組
み
立
て
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の

市
民
が
触
れ
る
機
会
が
得
ら
れ
る
よ

う
引
き
続
き
訓
練
を
継
続
し
て
い
く
。

　

渦
平
時
か
ら
の
住
民
等
に
よ
る
定

期
的
か
つ
継
続
的
な
防
犯
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
設
置
へ
の
諸

条
件
が
調
っ
た
場
合
に
都
補
助
金
を

活
用
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

市
民
の
命
と
地
域
機
能
を
守
る

事
前
防
災
、
事
前
防
犯
の
充
実
を

 
質
問　

臼
主
な
土
地
利
用
関
係
条
例

等
の
種
別
は
。

　

渦
開
発
事
業
者
と
住
民
の
対
立
を

防
止
で
き
な
い
現
行
条
例
等
の
限
界

と
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
開
発
事
業
に
お
け
る
手
続

及
び
基
準
等
に
関
す
る
条
例
、
市
民

等
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
条
例
、
地
区

計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
等
が
あ
る
。

　

渦
住
民
要
望
が
あ
っ
て
も
法
令
を

超
え
た
行
政
指
導
等
は
難
し
い
。
都

市
計
画
法
等
を
踏
ま
え
た
中
で
事
業

主
と
住
民
が
相
互
の
立
場
を
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

新
し
い
土
地
利
用
の
た
め
（
仮
称
）

小
平
市
土
地
利
用
基
本
条
例
制
定
を

 
質
問　

臼
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
家
事
支

援
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

渦
利
用
者
を
ふ
や
す
た
め
に
ど
ん

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
国
の
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、

保
育
施
設
等
へ
の
送
迎
を
含
む
子
ど

も
の
預
か
り
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

家
事
支
援
の
提
供
は
で
き
な
い
。

　

渦
市
報
等
へ
の
掲
載
や
、
フ
ァ
ミ

サ
ポ
通
信
を
年
２
回
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設
で
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
会
員
登

録
説
明
会
や
年
１
回
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交

流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

子
育
て
支
援
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
や
す
く

 
質
問　

臼
産
休
に
入
る
職
員
の
代
替

教
員
手
配
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
か
。

　

渦
教
員
免
許
更
新
の
際
の
講
習
費

補
助
を
検
討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
学
校
の
管
理
職
が
都
の

臨
時
的
任
用
教
職
員
採
用
候
補
者
名

簿
の
登
載
者
か
ら
候
補
者
を
決
定
し

任
用
手
続
を
行
う
。
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
学
校
等
が
探
し
た
者
に
つ
い

て
、
特
別
認
定
の
制
度
に
よ
り
都
の

選
考
手
続
を
経
て
任
用
手
続
を
行
う
。

　

渦
市
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、

国
等
の
動
向
を
注
視
し
、
更
新
費
用

含
め
更
新
時
の
教
員
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
機
会
を
捉
え
要
望
し
て
い
く
。

公
立
小
・
中
学
校
教
員
の
働
き
方

改
革
と
免
許
更
新
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
け
や
き
運
動
場
に
高
さ　
１０

㍍
以
上
の
防
球
ネ
ッ
ト
を
張
り
め
ぐ

ら
す
こ
と
は
広
域
避
難
場
所
と
し
て

の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
か
。

　

渦
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝

化
と
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は
。

　

嘘
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原

因
と
指
摘
さ
れ
る
人
工
芝
へ
の
批
判

が
高
ま
る
可
能
性
の
認
識
は
。

市
長　

臼
機
能
に
支
障
は
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
人
工
芝
化
に
約
１
億
８
千
万
円
、

耐
用
年
数　

年
と
し
て　

年
間
で
約

１０

１０

２
百
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　

嘘
影
響
が
把
握
で
き
て
お
ら
ず
今

け
や
き
運
動
場
の
改
修
及
び

小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化

後
の
実
態
調
査
結
果
等
を
注
視
す
る
。

 
質
問　

臼
今
ま
で
ほ
ぼ
全
て
の
団
体

が
使
用
料
免
除
さ
れ
て
い
た
理
由
は
。

　

渦
利
用
者
負
担
の
見
直
し
が
市
民

の
活
動
を
阻
害
し
、
医
療
費
等
の
別

の
経
費
を
ふ
や
す
可
能
性
は
な
い
か
。

　

嘘
利
用
料
金
徴
収
の
た
め
の
機
械

導
入
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
試
算
は
。

教
育
長　

臼
社
会
教
育
関
係
団
体
が

そ
の
目
的
の
た
め
に
利
用
す
る
と
き

に
該
当
す
る
た
め
。

市
長　

渦
市
民
活
動
が
継
続
で
き
る

よ
う
減
額
方
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘
機
械
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
て
い
く
。

集
会
施
設
な
ど
の
利
用
者
負
担
の

見
直
し
と
、
公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て

水
口
か
ず
え
議
員（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

運
動
場
の
改
修
と
人
工
芝
化
の
問
題
点
／

集
会
施
設
の
利
用
者
負
担

 
質
問　

臼
公
文
書
の
範
囲
は
。

　

渦
公
文
書
管
理
と
情
報
公
開
の
関

係
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　

嘘
（
仮
称
）
公
文
書
管
理
条
例
制

定
に
向
け
た
検
討
の
進
捗
状
況
は
。

　

唄
文
書
管
理
の
有
識
者
に
よ
る
助

言
や
研
修
を
ど
う
行
う
か
。

　

欝
文
書
廃
棄
の
判
断
へ
の
考
え
は
。

市
長　

臼
公
文
書
管
理
検
討
委
員
会

で
文
書
管
理
見
直
し
を
検
討
し
て
お

り
公
文
書
の
範
囲
も
今
後
調
整
す
る
。

　

渦
公
文
書
管
理
は
情
報
公
開
制
度

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
適
正
化
は
情

報
公
開
推
進
の
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

嘘
検
討
委
員
会
で
文
書
作
成
か
ら

小
平
市
に
お
け
る
情
報
公
開
と

公
文
書
管
理
に
つ
い
て

廃
棄
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
沿
っ
て

見
直
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
条
例
制

定
も
今
後
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

唄
職
員
に
外
部
講
師
に
よ
る
歴
史

公
文
書
の
研
修
会
を
行
っ
た
。
有
識

者
の
助
言
は
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

　

欝
歴
史
公
文
書
の
考
え
方
の
導
入

や
、
保
存
期
限
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。
廃
棄
を
適
切
に
行
う
た
め

に
必
要
な
体
制
の
整
備
も
検
討
す
る
。

 
質
問　

狭
山
・
境
緑
道
に
お
い
て
も

樹
木
の
剪
定
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と

話
し
合
う
場
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

市
長　

意
見
交
換
会
等
の
要
望
は
都

の
指
定
管
理
者
に
伝
え
て
い
く
。

小
平
市
の
緑
を
守
っ
て

さ
ら
に
魅
力
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に

 
質
問　

臼
市
の
防
災
対
策
の
想
定
規

模
は
。

　

渦
災
害
時
等
の
職
員
数
に
つ
い
て
、

定
数
や
増
員
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　

嘘
公
共
施
設
を
避
難
所
と
す
る
市

の
考
え
方
と
公
共
施
設
の
縮
減
計
画

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
に
修
正
さ
れ
た

２５

小
平
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
。

　

渦
定
数
は
通
常
業
務
に
応
じ
た
適

正
な
配
置
を
行
っ
て
い
る
。
災
害
時

や
復
興
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
職
員

を
配
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

嘘
公
共
施
設
の
整
備
等
は
防
災
の

観
点
も
重
要
で
あ
る
。
移
転
に
伴
う

市

の

防

災

対

策

、

避

難

計

画

に

つ

い

て

地
域
防
災
機
能
の
再
配
置
の
検
討
や
、

施
設
の
周
辺
エ
リ
ア
を
含
め
た
代
替
、

補
完
な
ど
防
災
力
の
維
持
に
努
め
る
。

 
質
問　

臼
多
子
世
帯
均
等
割
減
免
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
へ
の
認
識
は
。

　

渦
一
般
会
計
繰
出
金
は
堅
持
す
べ

き
と
考
え
る
が
認
識
は
。

市
長　

臼
均
等
割
額
の
軽
減
制
度
創

設
等
を
国
に
要
望
し
た
。自
治
体
個
々

の
対
応
で
は
な
く
、
統
一
的
な
観
点

で
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
国
か
ら
法
定
外
繰
入
金
を
減
ら

す
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
繰
入
金

の
う
ち
赤
字
部
分
解
消
は
時
間
を
か

け
て
段
階
的
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
多
胎
家
庭
へ
の
支
援
策
は

現
在
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　

渦
過
去
５
年
間
の
多
胎
家
庭
へ
の

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
に
よ
る
養

育
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
件
数
は
。

　

嘘
ゆ
り
か
ご
・
こ
だ
い
ら
事
業
の

 
育 
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
用
途
把
握
は
。

※
７市

長　

臼
多
胎
児
家
庭
の
み
対
象
の

支
援
策
は
現
在
な
い
が
、
妊
婦
全
数

面
接
等
を
通
し
て
多
胎
児
家
庭
の
ニ

ー
ズ
等
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
平
成　

年
度
１
件
、　

年
度
１

２６

２７

件
、　

年
か
ら　
年
度
ま
で
ゼ
ロ
件
。

２８

３０

　

嘘
出
産
用
品
な
ど
妊
産
婦
等
に
必

要
な
も
の
を
購
入
す
る
傾
向
に
あ
る
。

多
胎
育
児
に
や
さ
し
い
施
策
で

育
児
支
援
の
充
実
化
を
急
げ

 
質
問　

臼
平
成　

年　

月
議
会
の
請

２２

１２

願
書
提
出
か
ら
約
９
年
経
過
し
て
い

る
が
、
こ
の
間
市
民
に
意
見
を
求
め

る
機
会
は
あ
っ
た
か
。

　

渦
市
民
活
動
団
体
の
登
録
減
等
ど

の
程
度
影
響
が
あ
る
か
。

　

嘘
公
共
サ
ー
ビ
ス
全
て
に
受
益
者

負
担
の
原
則
は
適
応
さ
れ
る
べ
き
か
。

市
長　

臼
世
論
調
査
等
は
行
っ
た
が
、

直
接
市
民
に
意
見
を
求
め
る
機
会
は

設
け
て
い
な
い
。

　

渦
こ
れ
ま
で
の
市
民
活
動
が
継
続

で
き
る
よ
う
減
額
方
法
等
検
討
す
る
。

　

嘘
内
容
や
法
令
等
の
規
定
に
よ
り

無
料
で
提
供
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

公
共
施
設
の
負
担
見
直
し
に
は

市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
合
意
形
成
を

 
質
問　

臼
防
災
備
蓄
し
て
い
る
物
品

で
、
３
年
前
と
数
量
の
増
減
が
あ
っ

た
主
な
物
品
名
と
数
量
の
変
化
は
。

　

渦
人
口
が
増
加
す
る
東
部
地
区
の

防
災
備
蓄
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
末
時
点
で
、

３０

ア
ル
フ
ァ
化
米
が
５
万
８
千
４
百　
５０

食
か
ら　

万
９
千
３
百　

食
へ
、
使

１３

５０

い
捨
て
ト
イ
レ
が
６
万
７
千
百
回
分

か
ら　

万
８
千
４
百
回
分
へ
、
ワ
ン

１７

タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
が　

個
か

６０

ら
２
千
６
百　
個
へ
増
加
し
て
い
る
。

２８

　

渦
６
か
所
の
備
蓄
倉
庫
で
集
中
管

理
を
行
っ
て
お
り
開
設
さ
れ
た
避
難

所
の
状
況
を
把
握
の
上
、
必
要
物
資

防

災

備

蓄

に

つ

い

て

を
運
搬
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
保
存
樹
木
の
登
録
が
取
り

消
さ
れ
た
理
由
で
多
い
事
例
は
。

　

渦
保
存
樹
木
周
囲
の
住
人
に
緑
の

必
要
性
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
周
知
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

臼
宅
地
開
発
な
ど
を
行
う
場

合
や
、
倒
木
の
危
険
性
が
高
い
場
合
、

近
隣
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
場
合
に
伐

採
す
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

渦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
緑
の
重
要

性
に
つ
い
て
啓
発
し
て
お
り
、
保
存

樹
木
の
一
部
は
市
の
名
木
百
選
と
し

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
も
、
広
く
周
知
に
努
め
て
い
く
。

小
平
市
内
の
緑
に
つ
い
て

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

事
前
防
災
、
事
前
防
犯
の
充
実
／

（
仮
称
）小
平
市
土
地
利
用
基
本
条
例

川
里
富
美
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

産
後
子
育
て
支
援
の
充
実
を
／

教
員
の
働
き
方
改
革
と
免
許
更
新

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

公
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
／

緑
を
守
っ
て
魅
力
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に

細
谷　

正
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

防
災
対
策
、
避
難
計
画
な
ど
／
国
保
の

均
等
割
、
法
定
外
繰
入
金
を
問
う

山
浦
ま
ゆ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

多
胎
育
児
施
策
／
公
共
施
設
の

負
担
見
直
し
に
は
丁
寧
な
説
明
等
を

比
留
間
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

防
災
備
蓄
に
つ
い
て
／

小
平
市
内
の
緑
に
つ
い
て

防球ネットが設置されているけやき運動場（国分寺市管理）


